
 

 

 

 

 

    

苫小牧
とまこまい

の美術館
びじゅつかん

の 

魅力
みりょく

を伝
つた

える 

苫小牧市
とまこまいし

博物館
はくぶつかん

の地下
ち か

に、お宝
たから

部屋
べ や

が 

あるのを知
し

っていますか？そこには、教育
きょういく

 

や研究
けんきゅう

のために集
あつ

められたものや、市民
しみん

か 

ら寄贈
きぞう

（※１）された美術品
びじゅつひん

などが大切
たいせつ

に保管
ほかん

 

されています。収蔵庫
しゅうぞうこ

と呼
よ

ばれる、その部屋
へ や

は第一
だいいち

 

収蔵庫
しゅうぞうこ

、第二
だいに

収蔵庫
しゅうぞうこ

、第三
だいさん

収蔵庫
しゅうぞうこ

に分
わ

かれていて、それ 

ぞれ保管
ほかん

している物
もの

が違
ちが

います。第一
だいいち

収蔵庫
しゅうぞうこ

には昔
むかし

の道具
どうぐ

が 

ひとつひとつ丁寧
ていねい

に置
お

いてあります。昔
むかし

のテレビやミシンなど日常
にちじょう

 

の物
もの

から、珍
めずら

しい木鉢
きはち

、下駄
げ た

スケート靴
ぐつ

、炭
すみ

アイロンなど、全部
ぜんぶ

で 

約
やく

五万点
ごまんてん

あります。第二
だいに

収蔵庫
しゅうぞうこ

には、動物
どうぶつ

のはく製
せい

や化石
かせき

などが約
やく

四
よん

万
まん

 

点
てん

あります。はく製
せい

とは、死
し

んだ動
どう

物
ぶつ

の内
ない

臓
ぞう

や肉
にく

を取
と

り除
のぞ

いて、かわりに綿
わた

を 

つめ、生
い

きている姿
すがた

とそっくりにしたものです。とても薬
くすり

くさく、夜
よる

になると動
うご

き出
だ

しそうです。鳥
とり

だけ 

でもたくさんの種類
しゅるい

があり、びっくりしました。第三
だいさん

の収蔵庫
しゅうぞうこ

には絵画
かいが

があります。来年
らいねん

できる美術館
びじゅつかん

に飾
かざ

 

る絵
え

もあります。この部屋
へ や

は、ほかの収蔵庫
しゅうぞうこ

と違
ちが

って、扉
とびら

が二重
にじゅう

になっていて、靴
くつ

もぬいでからでなくては 

 

 

 

           

入
はい

れません。絵画
かいが

はとてもデリケートで、すごく厳重
げんじゅう

に 

あつかっているのだなあと思
おも

いました。絵画
かいが

は千
せん

点
てん

ぐらい 

あり、それぞれが作者
さくしゃ

と作品名
さくひんめい

と番号
ばんごう

の 

書
か

かれた箱
はこ

に入
はい

っていました。箱
はこ

に 

入
はい

っているので、作品
さくひん

を見
み

ること 

はできませんが、タイトルだ 

けでも興
きょう

味
み

深
ぶか

く感じました。 

地下
ち か

収蔵庫
しゅうぞうこ

には全部
ぜんぶ

合
あ

わ 

せて十四万点
じゅうよんまんてん

も保管
ほかん

 

されています。 

                  

                 ※１寄贈
きぞう

：市民
しみん

が自分
じぶん

の持
も

って 

いる品物
しなもの

を、あるいは美術家
びじゅつか

自身
じしん

が 

自分
じぶん

の作品
さくひん

を「教育
きょういく

や研
けん

究
きゅう

に役
やく

立
だ

てて 

ほしい」と博物館
はくぶつかん

や美術館
びじゅつかん

などに贈
おく

ること。 



 

2012年
ねん

9月
がつ

29日
にち

、苫小牧市
とまこまいし

博物館
はくぶつかん

で美術
びじゅつ

担当
たんとう

の学芸員
がくげいいん

をしている三村
みむら

さんと細矢
ほそや

さん、坂井
さかい

さんの

3人
にん

に学芸員
がくげいいん

の仕事
しごと

についてお話
はなし

を聞
き

きました。

博物館
はくぶつかん

は、苫小牧市
とまこまいし

美術
びじゅつ

博物館
はくぶつかん

（仮称
かしょう

※１）に生
う

ま

れ変
か

わるため、現在
げんざい

工事中
こうじちゅう

で閉
し

まっています。でも

学芸員
がくげいいん

の仕事
しごと

は休
やす

みではありません。来年
らいねん

の開館
かいかん

に

向
む

け、展覧会
てんらんかい

を6つくらい考
かんが

えています。みんなが

楽
たの

しめるように、と考
かんが

えています。寄贈
きぞう

される絵
え

を

管理
かんり

し、どういった品物
しなもの

なのか調査
ちょうさ

・研 究
けんきゅう

したり、

市民
しみん

に見
み

もらう機会
きかい

をつくることも、 

学芸員の仕事です。 

 

学芸員
がくげいいん

の仕事
しごと

で 

たくさんある作品
さくひん

を写真
しゃしん

で見
み

てもらえるようにする

ため、デジタルミュージアムの準備
じゅんび

も進
すす

めています。

完成
かんせい

すれば、作品
さくひん

と作者
さくしゃ

の名前
なまえ

などの情 報
じょうほう

を館内
かんない

の大型
おおがた

モニターで見
み

ることができるようになります。

また、ふだんの博物館
はくぶつかん

の事業
じぎょう

については、工事
こうじ

の間
あいだ

、

別
べつ

の場所
ばしょ

を借
か

りて続
つづ

けています。博物館
はくぶつかん

大学
だいがく

講座
こうざ

は

アイビープラザ、土曜
どよう

体験
たいけん

教 室
きょうしつ

と博物館
はくぶつかん

クラブはサ

ンガーデン研修室
けんしゅうしつ

が会 場
かいじょう

です。こういった講座
こうざ

の

内容
ないよう

を考
かんが

えることも学芸員
がくげいいん

の仕事
しごと

です。さらに、

出前
でまえ

講座
こうざ

や自然
しぜん

観察会
かんさつかい

、移動
いどう

美術展
びじゅつてん

など、博物館
はくぶつかん

の

外
そと

での取
と

り組
く

みもあります。苫小牧市
とまこまいし

博物館
はくぶつかん

には7人
にん

の学芸員
がくげいいん

がいて、それぞれに担当
たんとう

を分
わ

けて仕事
しごと

をし

ています。 

私
わたし

たちの住
す

む街
まち

・苫小牧
とまこまい

の自然
しぜん

や歴史
れきし

、文化
ぶんか

を、市民
しみん

の皆
みな

さんによく知
し

ってもらうことが学芸員
がくげいいん

の大事
だいじ

な仕事
しごと

です。

そのために、苫小牧
とまこまい

に関係
かんけい

のある自然
しぜん

（地質
ちしつ

、植物
しょくぶつ

、動物
どうぶつ

など）や歴史
れきし

（考古
こうこ

、民俗
みんぞく

など）、そして芸術
げいじゅつ

に関
かん

する資料
しりょう

（もの）を集
あつ

め、収蔵庫
しゅうぞうこ

で大切
たいせつ

に整理
せいり

・保管
ほかん

し、次
つぎ

の世代
せだい

に受
う

け渡
わた

します。過去
か こ

のものは未来
みらい

のものの土台
どだい

になるからで

す。なかでも美術
びじゅつ

作品
さくひん

はデリケートなので、温度
おんど

・湿度
しつど

をきちんと管理
かんり

できる収蔵庫
しゅうぞうこ

に厳重
げんじゅう

に保管
ほかん

しています。物
もの

ばか

りでなく人
ひと

についての情
じょう

報
ほう

も集
あつ

めて記
き

録
ろく

しています。次
つぎ

にこれらの収 集
しゅうしゅう

したものを、調査
ちょうさ

研究
けんきゅう

し、 

報告書
ほうこくしょ

などで市民
しみん

に提供
ていきょう

しています。他
ほか

にも、講演会
こうえんかい

や体験
たいけん

教
きょう

室
しつ

などの行事
ぎょうじ

を 

楽
たの

しくわかりやすいように工夫
くふう

して実施
じっし

しています。また、収蔵品
しゅうぞうひん

を使
つか

った 

展示会
てんじかい

やほかの美術館
びじゅつかん

から作品
さくひん

を借
か

りて絵
かい

画
が

展
てん

などを開
かい

催
さい

するのも美
び

術
じゅつ

 

担
たん

当
とう

の学
がく

芸
げい

員
いん

の仕
し

事
ごと

です。いつでも、学芸員
がくげいいん

はみんなに喜
よろこ

んでもらえる 

  ような行事
ぎょうじ

や企画展
きかくてん

を考
かんが

えています。 



  

2012年
ねん

9月
がつ

1日
たち

、樽前
たるまえ

にある工房
こうぼう

レオを訪
たず

ね、樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

を取材
しゅざい

しました。樽前
たるまえ

は細長
ほそなが

い苫小牧
とまこまい

の西
にし

の端
はし

です。

樽前
たるまえ

に近
ちか

づくと、だんだん建物
たてもの

の数
かず

が少
すく

なくなって、緑
みどり

の匂
にお

いがしました。「この道
みち

であっているのかなぁ」と思
おも

っていたら、『樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

』 の看板
かんばん

を見
み

つけ、赤
あか

い屋根
や ね

の

建物
たてもの

にたどり着
つ

きました。すごく植物
しょくぶつ

が育
そだ

っていて、と

ても静
しず

かなところです。そこはもともとは牛
ぎゅう

舎
しゃ

で、たく

さんの人
ひと

に手伝
てつだ

ってもらって今
いま

のアトリエになったそう

です。景色
けしき

がきれいなことと、藤沢
ふじさわ

さんが子
こ

どもの頃
ころ

、樽
たる

前
まえ

小学校
しょうがっこう

に通
かよ

っていたことから、樽前
たるまえ

で活動
かつどう

していま

す。アーティとは「芸術家
げいじゅつか

気取
き ど

り」という意味
い み

です。三
さん

人
にん

は違
ちが

うジャンルで仕事
しごと

をしているので、一緒
いっしょ

に展
てん

覧
らん

会
かい

な

どをすると、アイデアが広
ひろ

がってとても楽
たの

しいし、いろ

んな意見
いけん

が出
で

てバランスもいいそうです。子
こ

どもの頃
ころ

から

工作
こうさく

が好
す

きで、その好
す

きな工作
こうさく

のようなことを仕事
しごと

にで

きて楽
たの

しいという藤沢
ふじさわ

さんの 

作品
さくひん

は、触
さわ

ってみると、柔
やわ

らかいものと硬
かた

いものがあ

り、鉄
てつ

で作
つく

られたものは重
おも

かったです。影
かげ

も作品
さくひん

の一部
いちぶ

になっているところが面白
おもしろ

い作品
さくひん

もあります。自分
じぶん

の

作品
さくひん

を見
み

た人
ひと

が笑顔
えがお

になってくれるのがうれしいとい

う堀米
ほりごめ

さんには、見
み

れば見
み

るほど不
ふ

思
し

議
ぎ

な気
き

持
も

ちになる

イラスト作品
さくひん

を見
み

せてもらいました。下書
したが

きなしにボー

ルペンだけで、あんなに細
こま

かく書
か

き上
あ

げるなんてすごい

と思
おも

いました。 

藤沢
ふじさわ

さんに教
おし

えてもらって、私
わたし

たちも鉄
てつ

の作品
さくひん

づ 

くりに挑戦
ちょうせん

しました。直径
ちょっけい

8mmの太
ふと

さの鉄
てつ

の棒
ぼう

 

を熱
ねっ

してハンマーで叩
たた

いてペチャンコにして、もう 

一度熱
いちどねっ

してひねると、ねじれた形
かたち

ができます。これ 

をカットしてキーホルダーにしました。鉄
てつ

は、熱
ねっ

する 

と赤
あか

く柔
やわ

らかくなり、冷
ひ

えると硬
かた

くなりました。「鉄
てつ

 

の変
か

わる様子
ようす

が面白
おもしろ

かった」と亀卦川
き け が わ

記者
きしゃ

、浜
はま

記者
きしゃ

は

「火花
ひばな

が怖
こわ

い」と感
かん

じました。 

樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

は苫小牧
とまこまい

で活躍
かつやく

するアーティスト 

が集
あつ

まって 2004年
ねん

に結成
けっせい

されました。現
げん

在
ざい

 

は、鉄
てつ

や木
き

を使
つか

った立体
りったい

作品
さくひん

や家具
か ぐ

、看
かん

板
ばん

 

などを作
つく

る藤沢
ふじさわ

レオさん、小説
しょうせつ

を書
か

いてい 

る千葉
ち ば

和魂
わこん

さん、グラフィックデザイナーの 

堀米
ほりごめ

和克
かずよし

さんの三人
さんにん

で活動
かつどう

しています。 

 

 

 



 

 

            

「恋
こい

する瞬
しゅん

間
かん

を見
み

てしまった！」そんな風
ふう

に思
おも

いました。暑
あつ

い暑
あつ

い夏
なつ

の日
ひ

、文化
ぶんか

公園
こうえん

アートフェスティバルの取材
しゅざい

でのことでした。暑
あつ

さも何
なん

のその、はしゃぎ回
まわ

って走
はし

り回
まわ

っ

て、子どもたちは取材
しゅざい

しまくっていました。芝生
しばふ

の上で演じる
え ん

ジャンベ演奏者
えんそうしゃ

の茂呂
も ろ

さん

と舞踏家
ぶ と う か

のキックさんを取材
しゅざい

しようと、子どもたちを誘
さそ

ったものの…キックさ 

んは長
ちょう

身
しん

を民
みん

族
ぞく

衣
い

装
しょう

で包
つつ

み、坊主頭
ぼうずあたま

で、大
おお

きな足
あし

はむき出
だ

しで、もしも街
まち

で通
とお

りすがっ

たなら目
め

を合
あ

わせたくないな～といった、なんだか怪
あや

しげな風
ふう

貌
ぼう

。怖
こわ

いかも？という私
わたし

の心
しん

配
ぱい

も知
し

らず、夏
なつ

の空
くう

気
き

を震
ふる

わせ

地
じ

面
めん

からもドコドコと伝
つた

わるジャンベの演奏
えんそう

に合
あ

わせたキックさんのダンスに子
こ

どもたちは一瞬
いっしゅん

にして魅
み

せられ虜
とりこ

に。まる

で、ずっと前
まえ

から慕
した

っていたがのように、子
こ

ども達
たち

はキックさんの手
て

を取
と

り、抱
だ

きつき、一
いっ

緒
しょ

に踊
おど

り、気
き

づけば記
き

者
しゃ

達
たち

も演
えん

者
じゃ

の一
いち

員
いん

になっていたのでした。子
こ

ども達
たち

と取材
しゅざい

をしているとアートの不思議
ふ し ぎ

な力
ちから

を目
ま

のあたりにします。私
わたし

の何
なに

よりの楽
たの

し

みです。（おご） 
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(ﾟ∀ )゚/ 協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い (゚∀ﾟ) 

「美術館
びじゅつかん

広報部
こ うほうぶ

」の記者
き し ゃ

であることを証明
しょうめい

する

カードを提示
て い じ

された方
かた

は、取
しゅ

材
ざい

へのご協
きょう

力
りょく

をお

願
ねが

いします。疑問点
ぎもんてん

や確認
かくにん

等
など

が必要
ひつよう

となる場合
ばあい

、

博物館
はくぶつかん

までご連絡
れんらく

をお願
ねが

いします。 

いつもは博物館
はくぶつかん

や文化
ぶんか

公園
こうえん

といった展示
てんじ

・発表
はっぴょう

の場
ば

で取材
しゅざい

を行
おこな

ってきた記者
きしゃ

たちですが、

今回
こんかい

は藤沢
ふじさわ

レオそして樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

の創作
そうさく

活動
かつどう

の拠点
きょてん

であるアトリエを訪
おとず

れて取材
しゅざい

してくれました。

苫小牧
とまこまい

に住
す

む記者
きしゃ

たちも同
おな

じ市内
しない

の樽前
たるまえ

を訪
おとず

れるのは初
はじ

めてという人
ひと

がほとんどのようでした。いつも

と違
ちが

う非日常的
ひにちじょうてき

な環境
かんきょう

で刺激
しげき

を受
う

けたのか、樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

のメンバーそれぞれに作品
さくひん

づくりに関
かん

する色
いろ

ん

な質
しつ

問
もん

をしたり、作品
さくひん

に触
さわ

ったり角
かく

度
ど

を変
か

えて見
み

たり、アトリエの周囲
しゅうい

を走
はし

りまわって写真
しゃしん

を撮
と

ったりと、

活発
かっぱつ

に取材
しゅざい

してくれました。この取材
しゅざい

を通
つう

じて私
わたし

たち樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

がどんな創作
そうさく

活動
かつどう

をしているか少
すこ

しは

わかってもらえたかなと思
おも

います。（和魂
わこん

） 

「びとこま」を一緒
いっしょ

に作
つく

っているarty
アーティ

が、今回
こんかい

は取材
しゅざい

される側
がわ

でした。どんな質問
しつもん

をされる 

んだろう、arty
アーティ

をどう思
おも

っているんだろうと期待
きたい

と不安
ふあん

に心躍
こころおど

らせながら当日
とうじつ

を迎
むか

えました。 

取材
しゅざい

場所
ばしょ

がいつもと違
ちが

うからか最初
さいしょ

は、なかなか質問
しつもん

が出
で

ず、ドキドキでしたが、私
わたし

たちから 

活動
かつどう

の様子
ようす

や作品
さくひん

の説明
せつめい

をすると、だんだん興味
きょうみ

が沸
わ

いてきたようでした。自
じ

分
ぶん

が作
つく

った作品に 

も興
きょう

味
み

を持
も

ってもらってホッとし、おもしろい感想
かんそう

や予想外
よそうがい

のリアクションなどが聞
き

けて新
あら

たな 

意欲
いよく

をもらいました。今回
こんかい

に限
かぎ

らず、このような交流
こうりゅう

ができればと改
あらた

めて感
かん

じました。 

記者
きしゃ

のみんな、ありがとう、お疲
つか

れさまでした。（堀米
ほりごめ

） 

 藤沢
ふじさわ

さんの作品
さくひん

は若
わか

草小
くさしょう

の正面
しょうめん

玄関
げんかん

のオブジェ、

豊川町
とよかわちょう

の『お月
つき

さまのたね』の看板
かんばん

や家具
か ぐ

、錦
にしき

岡
おか

の

『フルール・ブラン』中庭
なかにわ

のオブジェなど、堀
ほり

米
こめ

さん

の作品
さくひん

は王子
おうじ

イーグルスのポスター、『ダンディライ

オン』のメニュー表
ひょう

など、藤沢
ふじさわ

さんと堀米
ほりごめ

 

さんがコラボして『トランク』の看板もあり、市
し

内
ない

の

あちらこちらで見
み

ることができます。また、千葉
ち ば

さん

の作品
さくひん

は市内
しない

の書店
しょてん

や札幌
さっぽろ

の喫茶店
きっさてん

で購入
こうにゅう

するこ

とができる樽
たる

前
まえ

arty
アーティ

の文芸
ぶんげい

論評誌
ろんぴょうし

『PONARTY
ポ ナ ー テ ィ

』に

掲載
けいさい

されています。 

 


